
　　令和６年度大津市立仰木小学校　学校評価書 【評定】　Ａ：目標を上回る達成　　　Ｂ：目標を達成または概ね達成　　　Ｃ：目標を達成せず

自　己　評　価 自己評価

小項目評定 中項目評定 現　　　　　　　況 中項目評定 意見、提言等

1
 支持的風土を育てる学級・学年
集団づくりの実践 A

2

 協同する体験・伝え合う喜び・コ
ミュニケーション能力の育成を図る
授業の工夫改善（ＩＣＴの活用含
む）

A

3
主体的・対話的で深い学びを追
求する授業研究や研修会 B

4
 生命を尊重する心やいじめを許さない態
度などの道徳的実践力を育てる活動の実
施 B

5
 道徳科の授業・評価に関する研
究や資料の開発・整備・交流 B

6  保護者等への道徳科の授業公開 B

7
 たくましい心と体を育てる魅力
ある授業の工夫改善 B

8 体力づくりを推進する運動実践 A

9
 体を動かす気持ちよさを体験さ
せ、進んで体を動かそうとする
意欲の育成

B

10
学力向上を目指した指導体制・
指導方法の工夫改善 A

11
教職員の指導力、情報活用能
力、及び組織的な教育力の向上 B

12
働き方改革の取組と教育活動の
質の改善 B

小　　　項　　　目
学校関係者評価

今後の学校改善に向けて

・古い封建的な風土のある学区であるが、
その中で育つ子どもは都会育ちと変わらず
人間関係に悩んでいるからこそ道徳教育が
大切であろう。
・道徳教育は学校と家庭が協力して取り組
むことが肝要である。
・取組みの計画、実践後の子どもの姿、取
組みに対しての評価を記録しておくことが
次年度の取組みを考える指標になると考え
る。
・ソーシャルスキルトレーニングやエンカ
ウンター等、手法を工夫して取り組まれて
もいいのではないか。

・体育の授業は、合同体育をするなど工夫と準備を
して進める。
・アミーゴの持ち方を工夫し、ロングの昼休みを設
けたり、子ども同士が関わったりする機会を取り入
れていきたい。そのことが、男女混合や異学年での
集団遊びが成立することにつながる。

て個に応じた学習が進められている。複式
学級での指導は今後の大きな課題である。
・ 一人一人を大切にした学級づくりが基本
となり、安心感をもって学習に向き合う姿
勢がとれているように感じる。学年間のつ
ながりの中で指導の系統性を考えていくこ
とで、個々の教師の指導力が向上するよう
に感じるので担当学年を超えた柔軟な指導
があるとよいと思う。
・太鼓の練習日に１～６年生までとても仲
が良いので、ほほえましい。
・少ない児童数なので、個々の学力を把握
し、それに合った教育を行うべきである。

・子どもたちが安心して学級や学校で過ごすことが
できるように、引き続き教師が一丸となって学級づ
くり、学校づくりに取り組みたい。子どもたちが自
分の思いや考えを安心して伝えることができる点を
生かして、学習がより深まるように、授業力向上を
より目指したい。
・ICTのより効果的な活用方法を検討し、系統立て
て子どもたちに力をつけていけるようにしたい。
・「子どもたち一人一人が学びを愉しむ授業」を目
指し、引き続き取り組んでいきたい。少人数を生か
した、新たな学び方を模索していきたい。

・教師が児童同士の関係性をしっかり把握
し、支持的な学級集団づくりに取り組むこと
ができている。子どもたちが自分の思いや考
えを安心して伝えることができ、学び合う姿
につながっている。
・lCT機器を活用し、子どもたちが主体的に学
ぶ姿がよく見られた。ICT機器をより有効的に
活用し、より深い学びにつなげられるように
していきたい。
・「子どもたち一人一人が学びを愉しむ授
業」を目指し、より良い授業のあり方を模索
していきたい。今後、今以上に少人数にな
り、複式学級になることが考えられるので、
一斉指導方式から、個に応じた授業づくりを
検討する必要がある。

・道徳科の授業の中でだけ留まることなく、人間関
係が原因によるトラブルについては、その都度生活
の中で指導していく。
・少人数の利点を活かし、自分なりの感じ方、考え
方が素直に出せる時間になるようにする。
・授業で活用した資料等がある場合は、次年度に残
しておく。
・来年度も授業参観で、道徳科の授業公開を行う。
・本校特有の体験活動に引き続き継続して取り組ん
でいくとともに、事前、事後の活動も大切にしてい
く。

学
び
合
い

中項目

道
徳
教
育

・週１時間を確保し、計画的に道徳科の授業
が行えているが、資料の開発、整備、交流に
ついては不十分である。
・人間関係が原因によるトラブルは、実際の
日常生活の中でも起きている。
・よい体験活動をたくさん行っているので、
本校の重点項目を意識して取り組めるとよい
また、体験で終わらず事後活動も大切にして
いきたい。
・９月の授業参観では、全学年で道徳の授業
公開を行うことができた。

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

・本校児童の課題に即した授業改善や授業形態につ
いて、組織的・系統的な指導を進めていけるよう全
職員で共通理解を図りながら取り組んでいきたい。
・小規模校ならではの、職員間の風通しの良さを大
切にしていきたい。
・教材研究の時間をしっかりと確保し、授業づくり
により力を入れていきたい。
・学力向上の面からも、働き方改革の面からも、夏
休みの課題はドリルを活用していく。
・再来年の学級減でこれまで通りとはいかないの
で、組織の見直しを図っていく。（温故知新）
・専科教員の先生方や生活支援員の方と子どもの様
子等を共有し、指導の方向性を一致させながら指導
にあたるようにしていきたい。
・教職員全員が心身ともに健康で働くために、タイ
ムマネジメントの意識を高め、全員で取り組んでい
きたい。

Ｂ

ＢＢ

・校内研究のテーマに「仲間の良さを認めて
進んで学び考えを深める子ども～学びを愉し
む仰木っ子の育成～」を掲げて、子どもたち
一人一人が「分かった」「授業が楽しい」
「学校が楽しい」と思えるように教師が一丸
となって取り組めた。
・今年度は、県総合教育センターの派遣研究
「児童一人ひとりが自分の考えを数学的に表
現する力」を共同で行った。授業構想シート
や一人ひとりの学びをタ　ブレットに蓄積し
て活用するなど、授業改善に努めた。
・行事の精選や教育課程を工夫することに
よって、学期初めと終わりのにゆとりがうま
れ、働き方改革につながった。
・仕事の見通しを持ち、スクールサポートス
タッフさんに依頼するように努めた。

・ＩＴ機器の利用などは上手に使いこなし
ているのに感心する。個々の能力を高める
指導改善にスポットを当てると良い。
・児童が自信と希望を持って成長できるよ
うにすることを目的として本校を卒業され
て各分野で活躍されておられる諸先輩方の
体験談を聴かせていただく｢ようこそ先輩｣
の特別授業を復活させていただきたい。
・一人一人の｢わかった｣の気持ちが｢もっと
学びたい｣気持ちにつながると思うので、校
内研での成果だと思う。
・今後も様々な機関と連携して働き方改革
をすすめてください。

添う授業が行われている様に思います。
・子どもにとって先生の存在は大きい。先
生が余裕をもって子どもと向き合える環境
をつくることが大切である。

指
導
改
善

・少人数の学校ではゲーム型の運動は難し
いが、なわとび、卓球、バドミントン等の
少人数で頑張れる種目への工夫ができると
良い。
・内容によって複数学年で行うなどねらい
合わせた取組み方の工夫が必要だと思う。
・異学年での取り組み等、子どもたちは、
アミーゴタイムを楽しみにしているという
声を聞きました。
・休み時間に運動場で楽しい声が聞こえて
くるのは、うれしいことです。
・休み時間に全児童、先生で運動場を走っ
ておられた。｢持久走｣は子ども達には、大
事である。

体
力
づ
く
り

・子どもたち一人一人が自分の力を発揮でき
るように意識した授業づくりや体育行事計画
が進められている。
・今後人数が減ると、体育の授業での試合や
ゲームに限りがあるので、授業の工夫を検討
する必要がある。

・子どもたちだけで、集団遊びが中々成立し
ないこともある。
・アミーゴの回数が多いと、以前にあったロ
ング昼休みもなくなり、子どもと教師にとっ
て双方の負担になる。
・アミーゴタイムの活用で、子ども達が意欲
的に体を動かすことを楽しんでいる。



13
 保護者の子育てに対して積極的
な支援 B

14
 保護者・地域との交流や情報発信、
参観、 懇談会、研修会の実施、地域
人材の活用 A

15
防災・防犯教育の推進と、安
心・安全な学校づくり B

16
 子どもの校種間交流や教員の出
前授業 B

17 校種間の授業公開や合同研修会 B

18
保幼小中の接続期の教育課程の
編成等校種間のカリキュラム研
究

B

19
 いじめや暴力行為、不登校等生徒指
導上の諸課題の早期発見、日常的な
予防指導 A

20
 生徒指導・教育相談体制を確立と組
織的な推進 B

21
 家庭・地域・関係機関との連携によ
る指導 B

22
個別の教育支援計画及び個別の指導
計画の作成と活用 B

23
 組織的・計画的な特別支援教育体制
の確立 B

24  関係機関と連携した相談体制の充実 B

・個別の具体的な支援については、教職員からの支
援だけでなく、子どもたちの関係性も重要である。
子ども同士で支援できる力をつけていけるよう、子
ども同士の関係性や子どもを育成していく視点を大
切にしていきたい。
・先を見通した働きかけにも視点をおき、組織的な
体制の確立を行う。

・1年間見通しを持って活動ができるように、今後
も教育課程を意識した連携、交流を続けていきた
い。
・子どもたちの学びを広げるために、小々交流を継
続して行っていきたい。日々の学習の考えを交流す
る機会を作るなど、継続した連携ができるように工
夫していきたい。

特
別
支
援
教
育

・特別支援教育は「すべての子ども」を対象
に行うものとの認識のもと、様々な特性を
「個性」と捉え、その個性をできるだけ受け
止め、受け入れられる学校づくりに努めてい
る。各担任をはじめ、全教員が子どもたちの
様々な特性を「個性」と捉え、「クラスの一
員」「仲間の一人」と考えている。様々な個
性を大人が認めて行く姿は、子どもにも良い
影響を与え、認め合える集団づくり、支持的
な風土づくりにつながるっている。
・個に応じた丁寧な対応を目指し、組織的、
計画的に対応し、関係機関との連携を行って
いる。
・本校の通常学級と支援学級は、大変良い関
係である。

Ｂ

・個に応じた丁寧な対応が大切であるが、
教室を出た時には集団の中での自分の立ち
位置を意識させることも大切であろう。子
ども同士の支え合う風土は大変良い。
・子ども同士の支え合い、高め合いを目指
すには、教師が先取りしすぎないことが必
要である。
・社会に出て行くなかで子どもたちも様々
な人を受け入れられる人になってほしい。
・どの子にもあると助かる支援を考え、成
長を促す指導や自立につながる支援をして
いくことを学校全体で取り組むことが重要
だと考える。

・幼小中の接続期の教育課程を意識した連
携、交流ができている。
・小小交流（里小・上田上・葛川等）は、子
どもたちの視野を広げる一助となっている。
少人数化が進んでいくことを鑑み、学びの交
流をしたり、考えたことを発信する機会を
作ったりできるように考えていけると良い。
６年生が考える「仰木の将来」について、地
域に発信することは続けていき、大学生が考
える「仰木の将来」と交流し、比較すること
でも考え方は広がるかもしれない。

・全教員の目で全員の子ども達を指導していくとい
う意識を持ち、気づいた子どもの様子をすぐに共有
できる体制を確立する。
・生徒指導部会で、時期に合わせた問題行動の予防
について検討し、教師によって生徒指導に差がない
よう全職員に共通理解を図る。

・小小交流では、お互いの少人数化をもと
にして交流しながら解決策を考える大切な
場にしてほしい。
・多様な考えを知る機会として他学校との
交流は大変意味があると思う。今後とも、
幼小連携をお願いしたい。
・大人数の中学校に入学することをふまえ
て高学年からの交流も必要。
・昨年度の６年生の発表、うれしく思いま
した。新年挨拶会で話した内容を小学校で
実践していただいたからです。現状をしっ
かりと把握したうえで、児童は一生懸命考
えてくれました。児童たちに力をもらいな
がら、今できるまちづくりに取り組みたい
と思います。

Ｂ

Ａ

・子どもの小さな行動や言葉の中にその子
の思いが現れていることを指導者は常に意
識していることが大切である。そのために

であろう。
・なるべく早期に課題に向き合うために
は、日頃からの教師間の語り合い、何でも
話せる関係性、少し変だと感じたことは、
言葉に出してみる等が必要だと感じてい
る。
・子どもたちのささいな変化があれば関係
機関との連携のもと対応をお願いします。
・問題点を早期に見つけることで、具体的
な対応が早くできると思われる。
・生徒指導基本方針を教職員間で充分理解
し、共通実践できるようにすることと、子
どもたちに重点目標や方針を理解させるこ
とも必要だと考える。

・ちょっとした言葉や表情を見逃さず、子ど
もの思いを言語化させ、不満や行き違いを解
消して行く作業が毎日続く。自分の思い、本
音を表出できる場と集団づくり、そして子ど
もの背景、家庭状況に思いを巡らせることが
大事である。
・教員の人数が少ないこともあり、情報共有
は素早くできているが、予防指導について
は、生徒指導部会を中心に発信し実行してい
く必要がある。
・教職員一人一人の個性を活かしつつ、子ど
もに「去年はこうやった」と言わせない組織
対応が必要。

Ｂ

・コミュニティースクールとして地域からの
多大なご協力・ご支援のおかげで各学年とも
地域学習を実施できた。豊富な体験量で一人
ひとりが主役になれ、自信をつけられる活動
であるため、児童の自己肯定感や自己有用感
が高まっている。図書や農園のボランティア
さんにもたくさんご協力いただいた。
・毎回の授業参観に、たくさんの保護者の方
にご参加いただいた。２月の学習成果発表会
の後の時間に、スクールカウンセラーを講師
に、保護者の方を対象にした子育て懇談会を
予定している。内容については、保護者の方
と相談しながら進ている。
・年間３回の避難訓練と青少年学区民会議や
補導委員の方にお越しいただいて全校での防
犯教室を行い、危機管理意識を高めることが
できた。
・学校便り、学級通信の発行に加え、ホーム
ページに子どもたちの学校生活の様子を掲載
し、情報発信に努めた。

Ａ

・地域も保護者も学校教育への期待と協力
は充分にある。ＰＴＡから保護者会になる
など社会的な流れは止められない。｢三方良
し｣の精神で小学校を支えていけないだろう
か。
・体験を重視した地域との連携学習は、自
身の生活に根ざして実感を伴う学びになっ
ていると思う。
・何気ない日頃の子ども達の様子をＨＰに
掲載されていることは、保護者の安心・信
頼につながる。
・仰木太鼓や仰木小唄と地域ならでは伝承
事業や米づくり体験など尽力されているこ
とがわかります。
・郷土を愛し、地域の活動、祭りや農業に
も参加し、仰木を理解していただいていま
す。
・地域の下支えがあってこそである。地域
の方に感謝したい。
・地滑りや防災倉庫について子どもたちが
学習してくれました。児童達にしっかりと
説明できるように地域として取り組みたい
と思いました。

保
幼
小
中
の
連
携

Ｂ

Ｂ

Ｂ

家
庭
・
地
域
と
の
連
携
・
協
働

生
徒
指
導

・来年度の教育課程に地域人材を有効活用する地域

続していく。また、学年の実態に合わせて効果的な
実践 を行う。
・図書ボランティアの方々の働きかけや環境整備に
より、図書館教育が充実してきた。子どもたちが本
の世界に興味を持てるように、引き続き学校と連携
して進めていきたい。
・保護者が求めている支援について考え、学区内外
の保護者同士の横のつながりができるような機会の
設定について考えていきたい。
・保護者の９８％が「子どもが楽しんで学校に通っ
ている」と感じているが、実際は７９％にとどまっ
ている。言えない・伝えられない（３６％が困った
ことがあっても先生に相談しないと回答（困ってい
ることがないのかもしれないが…））のかもしれな
い。より一層児童の見取りに心掛けていきたい。
・避難訓練や防犯教室の危機管理意識を高める学習
は継続していきたい。来年は交通安全教室も講師を
招いて実施したい。


